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豊岡市（津居山港海岸～田久日漁港海岸）の漂流ごみ重量割合(2019) 

豊岡市プラスチックごみ削減対策実行計画の策定 

～豊かな環境を次世代まで守るため、みんな一緒にワンモアアクション～ 

 

豊岡市が一丸となってプラスチックごみの排出抑制に取り組むことで、生態系に与える

影響を防ぐとともに、循環型社会の構築と脱炭素社会の実現を目指すため、豊岡市プラス

チックごみ削減対策実行計画（以下「実行計画」という。）を策定した。 

 

１ 策定の背景 

⑴ 近年、海洋プラスチックごみの生態系に与える影響が世界的な課題となっている。 

⑵ 本市においても河川や海岸の漂着ごみが問題となっており、漂着ごみにはプラスチ

ックごみが多く含まれている。 

⑶ 豊かな自然環境を守り、次世代への責任を果たすため、豊岡市が一丸となってプラ

スチックごみの排出抑制を実践し、循環型社会の構築と脱炭素社会の実現を目指す。 

 

２ 現状と課題 

 ⑴ 2019 年度の海岸漂着物調査（津居山港海岸～田久日漁港海岸）の結果、人工物の

漂着ごみ重量割合が 52.7％であり、うち、プラスチック類の占める割合が 21.9％と

高くなっている。 

  ⑵ 円山川の河川ごみ調査の結果、上流域と中流域に比べ、下流域はごみ量が多く、上

流から流れ着くごみと海洋から流れ着くごみが集中している。 

 ⑶ 水揚げした水産物とともに、プラスチックごみが網に多く混入しており、漁業に悪

影響を及ぼしている。 

 ⑷ コウノトリのくちばしをプラスチックごみが塞いでしまう事故や、発泡ゴムを誤食

して死亡した事故が生じている。 

 ⑸ 水産業や観光業への悪影響、生態系等への被害を防ぎ、子どもたちに豊かな自然環

境を引き継ぐためにも、流出するプラスチックごみを減らしていくことが求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 １ 

プラスチック 
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３ 計画の概要 

⑴ 目標 

「豊かな環境を次世代まで守り続けます」 

⑵ 数値目標 

2030 年までに使い捨てプラスチックごみを 

ゼロにする。 

⑶ 期間 

SDGｓ達成年である 2030 年までの９年間とす

る。今後のプラスチックごみを取り巻く社会情

勢等の変化などにより、必要に応じて計画を見

直す。 

⑷ 取り組む主体 

市民、事業者、学校、行政等の多様な主体が連携し、豊岡市が一丸となって取り組

む。 

⑸ 計画の進め方 

「知る」、「出さない」、「回収する」という３つの視点から３つの中目標を立て、「み

んな一緒にワンモアアクション」のスローガンを掲げ、取り組む主体を増やしながら、

プラスチックごみの削減を目指す。 

 ⑹ 具体的取組み 

ア プラスチックごみ等に関する勉強会への参加 

イ 使い捨てプラスチック製品の要否確認、受け取り拒否 

ウ 外出時のマイバッグ、マイボトル持参 

エ ごみ処理時、イベント時のプラスチック分別の徹底 

オ テイクアウト時やイベント時のリユース容器の使用 

カ リユースフリーマーケットの開催 

キ 会議時のペットボトル飲料の提供取りやめ 

 ⑺ 2030 年度までに達成すべき具体的な数値目標 

  ア ごみ問題に関心のない人 ➡ ゼロ 

  イ プラスチックごみの被害を受ける生きもの ➡ ゼロ 

  ウ 会議やイベント時に提供されるペットボトル飲料 ➡ ゼロ 

  エ マイバック・マイボトル持参率 ➡ 100％ 

(2021 年度マイバック持参率 88.6％、コープデイズ豊岡店調査による) 

  オ 市内小中学校のマイボトル用ウォーターサーバー設置率 ➡ 100％ 

(2021 年度設置率０％) 

  カ プラスチックリサイクル率 ➡ 100％ 

  キ 通学路・通勤路の路上ごみ ➡ ゼロ 

  ク 自発的な清掃活動参加者 ➡ 53,000 人(2022 年度からの延べ人数) 

 

 

くちばしにプラスチック製品がは

まったコウノトリ(写真提供：コウ

ノトリ市民レンジャー) 
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≪参考≫  

１ 豊岡市プラスチックごみ削減対策実行計画策定委員会 

⑴ 設置年月 

  2021 年 3 月 

⑵ 構成 

有識者１人、事業者３人、市民５人、高校生６人の計１５人 

⑶ 正副委員長 

委 員 長 大阪商業大学准教授 原田禎夫（有識者） 

副委員長 株式会社キヅキ商会 木築基弘（事業者） 

⑷ 会議回数 

2022 年１月までに５回開催 

 

２ プラスチックごみ削減キックオフイベント（予定） 

⑴ 目的 

使い捨てプラスチックごみを削減することの意義や取り組みを、子どもから大人

まで多くの方に知ってもらい、取組みの輪を拡げる。 

⑵ 日時 

2022年10月15日（土）午前10時～午後３時30分 

⑶ 場所 

豊岡市民プラザ（アイティ７階） 

⑷ 内容 

ア ステージプログラム 

・基調講演（講演者調整中） 

 ・映画「マイクロプラスチック・ストーリー」上映 

 ・有識者と市内学生によるトークセッション 

イ ブース出展 

・環境問題を意識する「コウノトリマーケット」の出店 

 ・リユースショップや学生による環境活動のポスター発表 など 

 

 

 

〔問合せ〕豊岡市市民生活部生活環境課地球温暖化防止対策室 TEL 0796-21-9136 


